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私の専門は組合せ論的可換環論です。環とは、粗く言えば、和・差・
積の定義された集合のことで、例えば整数全体がそれに当たります。多
項式全体の集合も環で、研究対象はその中でも単項式によって定義され
る（生成される）集合（単項式イデアル）です。単項式イデアルについ
て、その極小生成元の個数は決まっていますが、何乗かしてそのイデア
ルに入るということを考えると、必要な生成元の最小個数は変わってき
ます。その不変量を算術階数といいます。
イデアルを生成する単項式たちが独立していれば、非常に扱いやすい
ものです。その“独立度”を調べるものとして極小自由分解があります。
具体的な極小自由分解を構成することは、可換環論における重要な研究
の一つです。しかしそれは難しいため、極小に近い自由分解を具体的に
構成すること、極小自由分解の形（ベッチ数）の決定を当面の目標とし
て研究を行っています。
これまでの主な研究成果としては、高さ２のコーエン・マコーレーイ
デアルの算術階数が２であること、ある具体的な自由分解の長さが、算
術階数の上限を与えること、グラフによって定義されるイデアルのベッ
チ数の組合せ論的記述、が挙げられます。

組合せ論的可換環論は、単体的球面の上限予想の肯定的解決に端を発します。単体的球面は幾何的要素をもつ
対象で、予想自体は組合せ論的なものです。1975年、スタンレーはこの組合せ論的予想を代数的手法を用いて解
決しました。すなわち、この予想の解決の過程には代数・幾何・組合せ論の融合があるのです。
数学では、このように一見何も関係しないと思われるものが実は奥深くではつながっている、ということがよ
くあります。それを知ることは数学の面白さの一つであり、その発見は研究の醍醐味です。まだゼミ生を担当し
た経験も少ないですが、学生にもこの数学の面白さを伝えていきたいと思っています。
また研究に関しては、一つの問題から派生する問題が現れ、研究対象がどんどん拡がり考える問題が尽きない、
という状況になるのが理想と考えます。理想に近づけるように、常にアンテナを張り、研究者としての自分の幅
が広がるよう、努力していきたいと思います。
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